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　【目的】１日に摂取する食品数は、食生活の簡便な診断法としてよく利用されている。

本研究では食品数として数えることの少い、調味料の摂取数と食塩・ミネラルの摂取量と

の関係を知ることにより、これらの摂取量を指導する場合の目安をみつけることを目的と

した。

　【方法】調査対象は、Ｆ県束南部にあるＳ町（農村部）の住民、40代、50代、60代の男性、

女性合せて164人である。調査期間は1993年9月下旬の３日間で、町民の食生活状況調査を

実施した際に記入された食事記録表に基づいて、性別、年齢別、３食別、食品群別に食品

摂取数を数えた。更に調味料摂取数と食塩、鉄、K, Mg, ．C u, Z uの摂取量との関係

をみた。

　【結果】①Ｓ町住民の食品摂取数は嗜好飲料類、調味料類、調理加工食品類を含めて33±5

食品ありこのうち、調味料数は4.3±0.6食品の摂取であった。②男性・女性とも年齢が高

くなると摂取食品数が少なくなった。③食品群別の食品摂取数は、野菜類の数が多く7.1

で、次が調味料類4.3で、調味料の摂取数は多かった。④調味料摂取数の多いものほど、

食塩、鉄、K, Mgなどの摂取は多く、Ｚ u, C uの摂取量とは関係がみられなかった。

⑤調味料の摂取数は3.0～3.9のものは食塩摂取量が10. Og位におさえられていた。
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　目的　毛髪中ミネラルバランスは、健康管理や病態把握等の指標として有効であり、と

くに亜鉛は、ストレス等による免疫機能低下や味覚障害の指標となりうることが報告され

ている。毛髪中亜鉛をはじめ、多元素濃度を測定し健康指標として使用する場合には、毛

髪含有元素濃度に影響をおよぼす、内外要因を知ることは重要である。今回、健常人の毛

髪中亜鉛濃度に異常高値が認められたことから、ふけとりシャンプーによる影響が考えら

れるので検討した。

　方法　試料：健常人３人を対象に、２ヵ月間毎日同種のシャンプーおよびリンスを同量

使用し、適時採髪し試料とした。さらに、使用中止後も適時採髪を行い試料とした。一方

市販のシャンプーおよびリンス中の亜鉛測定を行った。分析方法：毛髪は放射化分析法に

より亜鉛を測定した。シャンプーおよびリンス中の亜鉛量は原子吸光分析法によった。

　結果　ふけとりシャンプー、リンスを使用した毛髪中亜鉛濃度の経時変化を検討した。

使用期間経過とともに毛髪中亜鉛濃度は高濃度となり、やがて上昇率が緩慢になった。ま

た、使用中止後亜鉛濃度は減少するが緩慢であった。亜鉛増加率はシャンプー十リンス、

シャンプーのみ、リンスのみの使用の順であった。今回実験に用いたシャンプー中の亜鉛

はリンスの３倍以上含有され、他の商品より多く含有されていた。従って毛髪中ミネラル

バランスを健康指標とする場合、使用シャンプー。リンスの種類やおおよその使用期間を

チェックする必要がある。
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